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(54)【発明の名称】 電子内視鏡

(57)【要約】
【課題】  モノクロ型撮像素子を用いた電子内視鏡にお
いて、白色照明用の光源を用いてカラー画像を得る。
【解決手段】  電子内視鏡１０のコネクタ部２０内に、
円盤状の色分解フィルタ２７及びモーター２８を設け
る。色分解フィルタの周に沿って設けられた開口にＲＧ
Ｂの色フィルタを設ける。色分解フィルタ２７を円盤の
中心を軸にモーター２８により所定の周期で回転させ
る。プロセッサ４０内のランプ４６から光をライトガイ
ド１６を介して色分解フィルタ２７に導き、各色フィル
タが設けられた開口を透過させＲＧＢの光に分離する。
分離されたＲＧＢの光をライトガイド１５介して射出端
１５ａから照射する。ＲＧＢの光の照射に合わせモノク
ロ型のＣＣＤ１４で順次ＲＧＢの画像を検出し、フィー
ルドメモリ２２ｒ、２２ｇ、２２ｂに一時的に記憶す
る。各フィールドメモリの画像を同時化して出力する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  プロセッサに着脱自在に接続される電子
内視鏡であって、
モノクロ型の撮像素子と、
白色光を三色表色系の色成分毎に所定の周期で時系列に
分離・抽出する色分解手段と、
前記光源装置に設けられた光源からの光を前記色分解手
段へと伝送する第１の光伝送手段と、
前記第１の光伝送手段により伝送され、前記色分解手段
において前記所定の周期で時系列に前記各色成分毎に分
離された前記光源からの光を、前記電子内視鏡の先端部
へと伝送し、前記色成分毎の照明光として照射する第２
の光伝送手段と、
前記撮像素子において、前記色成分毎の照明光により前
記所定の周期に合わせ前記色成分毎のモノクロ画像を撮
像し、前記モノクロ画像に基づいて同時化されたカラー
画像の映像信号を生成する面順次撮像手段とを備えるこ
とを特徴とする電子内視鏡。
【請求項２】  前記三色表色系の各色成分が赤、緑、青
であることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項３】  前記色分解手段が、回転円盤の周に沿っ
て所定の間隔で３つの開口が設けられ、前記開口の各々
に前記色成分を分離する色フィルタが設けられた色分解
フィルタと、
前記円盤の中心を軸に前記色分解フィルタを所定の周期
で回転させる回転駆動装置とを有し、
前記第１の光伝送手段からの光が、前記色分解フィルタ
の回転にともなって前記色フィルタを順次時系列に透過
することにより、前記各色成分の光が分離・抽出される
ことを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項４】  請求項１に記載された電子内視鏡を有す
ることを特徴とする電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、面順次方式の電子
内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、ＣＣＤの高画素化に伴いオンチッ
プカラーＣＣＤを用いた同時方式の電子内視鏡が多く用
いられるようになってきている。特にそれほど挿入部の
細径化を要求されない分野では多く用いられ、これに伴
い白色照明用の光源装置が広く用いられている。しか
し、高画素オンチップカラーＣＣＤにおいて、画素密度
の上昇とともにその画素数は増加しており、ＣＣＤ全体
の大きさはさほど小さくなっていない。また現在のオン
チップカラーＣＣＤの駆動には多くの駆動信号が必要と
されるため、多数の信号伝送用のケーブルが必要とさ
れ、オンチップカラーＣＣＤを用いた電子内視鏡の挿入
部を細径化することは困難である。したがって、呼吸器
系や泌尿器系、耳鼻咽喉系等の細径化された挿入部を必
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要とする電子内視鏡に高画素化されたオンチップカラー
ＣＣＤを用いることには限界がある。
【０００３】一方、高画素かつ小型な撮像素子として従
来からモノクロ型の撮像素子がある。モノクロ型撮像素
子を用いた電子内視鏡でのカラー画像の撮影には、通常
面順次方式が用いられる。面順次方式では時系列にＲ
（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）などの光を照明光として照
射し、ＲＧＢの照明のもとで撮像された時系列のＲＧＢ
のモノクロ画像を１組としてカラー画像を得る。したが
って面順次方式では、ＲＧＢの照明光を順次時系列に照
射する光源装置が必要となる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、白色照明用
の光源にも対応可能なモノクロ型撮像素子を用いた電子
内視鏡を得ることを目的としている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡は、
プロセッサに着脱自在に接続される電子内視鏡であっ
て、モノクロ型の撮像素子と、白色光を三色表色系の色
成分毎に所定の周期で時系列に分離・抽出する色分解手
段と、光源装置に設けられた光源からの光を色分解手段
へと伝送する第１の光伝送手段と、第１の光伝送手段に
より伝送され、色分解手段において所定の周期で時系列
に各色成分毎に分離された光源からの光を、電子内視鏡
の先端部へと伝送し、色成分毎の照明光として照射する
第２の光伝送手段と、撮像素子において、色成分毎の照
明光により所定の周期に合わせ色成分毎のモノクロ画像
を撮像し、モノクロ画像に基づいて同時化されたカラー
画像の映像信号を生成する面順次撮像手段とを備えるこ
とを特徴としている。
【０００６】色分解手段は例えば、回転円盤の周に沿っ
て所定の間隔で３つの開口が設けられ、開口の各々に色
成分を分離する色フィルタが設けられた色分解フィルタ
と、円盤の中心を軸に色分解フィルタを所定の周期で回
転させる回転駆動装置とを有し、第１の光伝送手段から
の光が、色分解フィルタの回転にともなって色フィルタ
を順次時系列に透過することにより、各色成分の光が分
離・抽出される。また、三色表色系の各色成分は例えば
赤、緑、青である。
【０００７】更に本発明の電子内視鏡システムは、上述
の電子内視鏡を有することを特徴としている。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を、図
面を参照して説明する。図１は、本発明の一実施形態で
ある電子内視鏡システムの回路構成を概略示すブロック
図である。
【０００９】本実施形態の電子内視鏡システムは、電子
内視鏡１０、映像信号処理装置（光源内蔵）４０、ＴＶ
モニタ５０から概略なる。撮像素子を備えた電子内視鏡
は、映像信号処理装置（以後プロセッサと呼ぶ）４０に
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着脱自在に接続され、ＴＶモニタ５０はビデオ信号用の
ケーブルを介してプロセッサ４０に接続される。なお本
実施形態では、周辺装置としてＴＶモニタ５０のみが示
されているが、例えばビデオプリンタやＶＣＲ、コンピ
ュータ等の周辺装置が同時に接続されていてもよい。
【００１０】電子内視鏡１０は、細長で可撓性の挿入部
１１、電子内視鏡の操作を行うための操作部１２、可撓
性を有する連結部１３、及びプロセッサ４０との接続を
行うためのコネクタ部２０とからなる。挿入部１１の先
端には高解像度の撮像素子としてモノクロ型の多画素Ｃ
ＣＤ１４とライトガイド１５（第２の光伝送手段）の射
出端１５ａが配置されている。ＣＣＤ１４は、コネクタ
部２０内に設けられたＣＣＤドライバ２４から出力され
るＣＣＤ駆動パルスにより駆動制御され、ＣＣＤドライ
バ２４は、タイミングコントロール回路２５から出力さ
れるクロックパルスに基づいて駆動される。
【００１１】ライトガイド１５は超極細の光ファイバー
の束からなり、その一方の端である射出端１５ａから
は、後述するようにＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の照
明光が時系列に順次射出される。ＣＣＤ１４では、射出
端１５ａから射出されるＲＧＢの照明光に合わせて撮像
が行われ、ＲＧＢの各色に対応したモノクロのフィール
ド画像がアナログの画像信号として検出される。この画
像信号は、信号ケーブルを介して電子内視鏡１０のコネ
クタ部２０に送られ前段処理回路２１に入力される。前
段処理回路２１では、ＣＣＤ１４からの画像信号が適切
な信号レベルに増幅されるとともに、サンプルホール
ド、ブランキング、クランプ、ホワイトバランス、ガン
マ補正等の信号処理が施され、デジタルの画像信号に変
換される。デジタルの画像信号は、ＲＧＢ毎にモノクロ
のフィールド画像としてそれぞれフィールドメモリ２２
ｒ、２２ｇ、２２ｂに出力され順次一時的に記憶され
る。フィールドメモリ２２ｒ、２２ｇ、２２ｂにＲＧＢ
のフィールド画像が１組揃うと、これらは後段処理回路
２３に同時化されて出力される。後段処理回路２３で
は、デジタルの画像信号がアナログ信号に変換されると
ともに増幅、クランプ、ブランキング処理を施され、例
えば輝度信号Ｙ、色信号Ｃに変換される。この輝度信号
色信号Ｙ／Ｃは端子群３１ａを介してプロセッサ４０の
映像信号処理回路４１に出力される。前段処理回路２
１、フィールドメモリ２２ｒ、２２ｇ、２２ｂ、後段処
理回路２３は、タイミングコントロール回路２５からの
パルス信号に基づきシステムコントロール回路２６によ
り制御される。なおタイミングコントロール回路２５の
駆動はシステムコントロール回路２６によって制御され
る。
【００１２】ライトガイド１５の射出端１５ａから照射
されるＲＧＢの光は、プロセッサ４０のランプ（光源）
４６から供給される。ランプ４６は白色光源であり、例
えばキセノンやハロゲンランプまたは多数のＬＥＤなど
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からなる。ランプ４６からの白色光は絞り４５において
その光量が調節されたのちライトガイド１６（第１の光
伝送手段）の入射端１６ｂに集光される。入射端１６ｂ
からライトガイド１６に入射された白色光はライトガイ
ド１６に沿ってコネクタ部２０内に導かれ、コネクタ部
２０に設けられ色分解フィルタ２７等からなる色分解機
構によりＲ光、Ｇ光、Ｂ光に分解される。
【００１３】すなわち、ライトガイド１６の射出端１６
ａとライトガイド１５の入射端１５ｂとは、射出端１６
ａから延長される光軸と入射端１５ｂから延長される光
軸とが略一致するように、所定の間隙をもって対面して
配置されており、この間隙に円盤状の色分解フィルタ２
７が挿入されている。色分解フィルタ２７には、周方向
に沿って３つの開口が略等間隔に設けられ、各開口には
ＲＧＢの色フィルタがそれぞれ設けられている（図３参
照）。色分解フィルタ２７は、円盤の中心を軸にしてモ
ータ（回転駆動装置）２８により例えば１２００～１８
００ｒｐｍで回転される。回転軸は色分解フィルタ２７
の盤面に垂直であり、前述した光軸に略平行に設けられ
ている。また、回転軸は円盤が回転する際にＲＧＢの各
色フィルタが前述した光軸を横切るように配置されてい
る。これにより射出端１６ａから射出された白色光は、
円盤の回転とともに順次ＲＧＢの色フィルタを介して入
射端１５ｂから入射され、それぞれＲ光、Ｇ光、Ｂ光と
してライトガイド１５の射出端１５ａから照射される。
ＣＣＤ１４では、このＲＧＢの光の照射に合わせて、Ｒ
ＧＢのモノクロ画像が順次検出される。すなわち、ＣＣ
Ｄ１４とモータ２７の駆動は同期されている。なおモー
タ２８の回転はタイミングコントロール回路２５のクロ
ックパルスに基づきモータコントロール回路２９により
制御される。
【００１４】電子内視鏡１０の操作部１２には、操作ボ
タン群（操作スイッチ群）Ａが設けられており、操作ボ
タン群Ａでの操作は、信号線を介してシステムコントロ
ール回路２６に伝送される。また、システムコントロー
ル回路２６は、端子群３１ｂを介してプロセッサ４０の
システムコントロール回路４２へ接続される。操作ボタ
ン群Ａは、例えばフリーズ画像の表示や、その記録など
を行うために用いられる。また、電子内視鏡１０のスコ
ープ電源３０には、プロセッサ４０の電源４３から端子
群３１ｃを介して電力が供給される。
【００１５】プロセッサ３０は、映像信号処理回路４
１、システムコントロール回路４２、絞り４５、ランプ
４６、ランプ制御回路４７及びフロントパネル４４から
概ねなる。
【００１６】前述したようにランプ４６から照射された
光は、ライトガイド１６の入射端１６ｂに絞り４５を介
して集光され、入射端１６ｂから各光ファイバーに入射
される。ライトガイド１６は、電子内視鏡１０のコネク
タ部２０に設けられたものであり、コネクタ部２０のプ
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ロセッサ３０への接続により、プロセッサ３０の内部に
挿入され、その入射端１６ｂがランプ４６からの光が集
光する位置に配置される。これにより光はライトガイド
１６、色分解フィルタ２７、ライトガイド１５を介して
電子内視鏡１０の先端部（挿入部１１の先端）に伝送さ
れ、射出端１５ａからＲＧＢ照明光として照射される。
ランプ４６の点灯は、ランプ制御回路４７により制御さ
れ、ランプ制御回路４７及び絞り４５の駆動はシステム
コントロール回路４２により制御される。
【００１７】映像信号処理回路４１には、電子内視鏡１
０の後段処理回路２３から出力された映像信号が端子群
３１ａを介して入力され、従来公知の映像信号処理が行
われる。各種信号処理が行われた映像信号は輝度信号
Ｙ、色信号Ｃとして同期信号とともにＴＶモニタ５０に
出力される。なお、映像信号処理回路４１はシステムコ
ントロール回路４２により制御される。また、システム
コントロール回路４２には、各種の操作スイッチが設け
られたフロントパネル４４が接続されており、映像信号
処理回路４１でのＲＧＢのゲインの調整などを操作する
ことが可能である。
【００１８】図２は、本実施形態において電子内視鏡１
０のコネクタ部２０に設けられた色分解機構の構成を模
式的に示す図である。
【００１９】コネクタ部２０は略直方体形状の外形をな
し、その内部中央には配線板３３が設けられており、図
１に示されたコネクタ部２０に設けられた各回路が配置
されている。コネクタ部２０の図中左側の面には操作部
１２と連結される連結部１３が設けられている。図中右
側の面には、プロセッサ４０との電気的な接続を行うた
めの丸型コネクタ３１と、金属などからなる円筒管１６
ｃにより周囲を保護されたライトガイド１６とが垂直に
突出して設けられている。丸型コネクタ３１は図１の端
子群３１ａ、３１ｂ、３１ｃなどからなり、各端子は例
えばフレキシブルプリント配線板３４を介して配線板３
３に接続されている。また、信号ケーブル３５は電子内
視鏡１０の先端部に設けられたＣＣＤ１４や操作ボタン
群Ａと接続される信号線の集まりである。
【００２０】円筒管１６ｃは、コネクタ部２０のケーシ
ングに支持部材１７により固定されており、その両開口
部にはそれぞれレンズ１６ｄ、１６ｅが設けられてい
る。また、ライトガイド１５の入射端１５ｂも円筒管１
５ｃにより覆われており、円筒管１５ｃの入射端１５ｂ
側の開口にはレンズ１５ｄが設けられている。ライトガ
イド１５とライトガイド１６との間には、円盤状の色分
解フィルタ２７が配置されており、その回転軸Ｌｒは、
ライトガイド１５、１６の光軸と略平行に設けられると
ともに例えばウオーム歯車３８が設けられている。本実
施形態においてモータ２８は、丸型コネクタ３１と円筒
管１６ｃが設けられた側面（図では右側面）に沿って支
持部材１８によりコネクタ部２０のケーシングに固定さ
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れている。このとき、モータ２８の回転軸は、回転軸Ｌ
ｒに直交する平面内に配置されている。モータ２８の回
転軸にはウオーム３７が設けられており、色分解フィル
タ２７のウオーム歯車３８と噛合ってウオームギアを構
成する。これによりモータ２８の回転は、円盤状の色分
解フィルタ２７に伝達される。なお、モータ２８は、ケ
ーブル３６を介して配線板３３に接続されている。ま
た、ライトガイド１５は、連結部１３を介して電子内視
鏡１０の先端部へ導かれる。
【００２１】図３は、色分解フィルタ２７の平面図であ
る。色分解フィルタ２７は、図に示すように回転軸Ｌｒ
を中心とする円盤形状をしており、周方向に沿って扇形
の開口２７Ｒ、２７Ｇ、２７Ｂが略等間隔に設けられて
いる。開口２７Ｒ、２７Ｇ、２７Ｂは、それぞれＲ、
Ｇ、Ｂの色フィルタで覆われている。色分解フィルタ２
７は上述したように、各開口２７Ｒ、２７Ｇ、２７Ｂが
円盤の回転に伴って、ライトガイド１５、１６の光軸を
横切るように配置されているため、開口２７Ｒが光軸を
横切る期間はＲの光が、開口２７Ｇが光軸を横切る期間
はＧの光が、開口２７Ｂが光軸を横切る期間はＢの光が
ライトガイド１５の射出端１５ａから照射される。
【００２２】以上のように本実施形態によれば、同時方
式でカラー画像の撮像を行うために白色光源を備える電
子内視鏡用映像信号処理装置に、モノクロ型のＣＣＤを
搭載した細径の電子内視鏡を接続して面順次方式のカラ
ー画像を得ることができる。これにより、面順次方式と
同時方式の電子内視鏡で映像信号処理装置を兼用できる
ので、２つの撮像方式毎に映像信号処理装置を用意する
必要がなく、経費や装置の保管場所を節約できる。ま
た、撮像方式毎に異なる映像信号処理装置を用意または
操作する必要がないので、診察や施術を効率よく行うこ
とができる。
【００２３】なお、本実施形態では、ＲＧＢの色フィル
タを用いたが、他の表色系の色フィルタを用いてもよ
い。また、本実施形態では色分解フィルタの回転数とし
て１２００～１８００ｒｐｍを例示したが、色分解フィ
ルタの回転数は映像信号の伝送方式（ＮＴＳＣ、ＰＡＬ
方式などＴＶ放送用の規格や、パソコン用の映像信号規
格など）に依存するものであり、例示された値に限定さ
れるものではない。
【００２４】本実施形態において、色分解フィルタを回
転駆動させるためのモータは、その回転軸が色分解フィ
ルタの回転軸に直交する平面内にあるように配置された
が、モータの配置はこれに限られるものではない。ま
た、色分解フィルタに設けられた開口の大きさや比率
は、撮像素子の感度特性や駆動方式等に依存するもので
あり適宜変更される。
【００２５】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、白色照
明用の光源にも対応可能なモノクロ型撮像素子を用いた
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電子内視鏡を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態である電子内視鏡システム
の回路構成の概略を示すブロック図である。
【図２】図１に示された電子内視鏡のコネクタ部に設け
られた色分解機構の物理的な構成を示す模式図である。
【図３】色分解フィルタの平面図である。
【符号の説明】
１４  ＣＣＤ
１５  ライトガイド *
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*１６  ライトガイド
２１  前段処理回路
２２ｒ、２２ｇ、２２ｂ  フィールドメモリ
２３  後段処理回路
２４  ＣＣＤドライバ
２５  タイミングコントロール回路
２７  色分解フィルタ
２８  モータ
２９  モータコントロール回路
４６  ランプ

【図１】

【図２】

【図３】
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